
■鉱工業生産動向
P 1 生産活動 （鉱工業生産指数）

　　 弱めの動きとなっている

■需要動向（消費・投資）
P 2 個人消費（百貨店・ｽｰﾊﾟｰ販売額、ｺﾝﾋﾞﾆｴﾝｽｽﾄｱ販売額、
P 3～4           専門量販店販売額、新車登録台数）

回復している
　　

P 4 住宅建設 （新設住宅着工戸数）
　　 一部に持ち直しの動きがみられる
　　

P 4～5 公共工事（公共工事請負金額）
　　 減少している

P 5 観光（来道者数）
改善している

P 6 輸  出  入（輸出入額）
　　 輸出額、輸入額とも前年を下回った

■企業倒産

P 6 企業倒産 （件数、負債総額）
　　 倒産件数、負債総額とも減少した
　　

■雇用動向
P 7 求人・求職（月間有効求人数・求職者数、有効求人倍率）

　　 改善が進む中、人手不足感がみられる
　　

P 7 失      業（完全失業者数、完全失業率）

■物価動向
P 7 物      価（消費者物価指数）

　　 消費者物価指数は前年を上回った

■企業の業況感
P 8 企業経営者意識調査

　　 前期から上昇している

■企業情報
P 9 企業のみなさまから伺いました

■地域の経済動向
P 10 道南地域、道央地域、道北地域、オホーツク地域、十勝地域、釧路・根室地域

■景気動向指数
P 16 北海道の景気動向指数

北海道の景気動向（平成31年1月の経済指標を中心として）

平成３１年３月号

北海道経済部経済企画局経済企画課

緩やかに持ち直している



    

（資料： 北海道経済産業局）

 主な業種の生産指数（季節調整済指数）

■生産活動～弱めの動きとなっている

　鉱工業生産指数（季節調整済）は、96.6で前月比△2.0％（2か月連続の低下）であり、原指数による
前年同月比は、△2.4％（6か月連続の低下）となった。業種別にみると、電気機械工業など9業種が前
月比低下、一般機械工業等など6業種が前月比上昇となった。

鉱工業生産指数

鉱工業生産指数 （１月）

（平成27年＝100）
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窯業・土石(493.5) 一般機械(430.7) 化学・石油石炭（764.0）
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食料品(2,590.5) パルプ・紙(1,310.0) 電気機械(911.6)

*「p」は速報値

括弧内はウェイト（鉱工業全体＝10000.0)

（平成27年＝100）

括弧内はウェイト（鉱工業全体＝10000.0)

前年同月比（％）

括弧内はウェイト（鉱工業全体＝10000.0)
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（資料 ： 北海道経済産業局）

（資料 ： 経済産業省）

（資料 ： 経済産業省）

　スーパー販売額は、635億円で前年同月比0.8％の減少となり、2か月ぶりに前年を下回った。

■個人消費～回復している

　百貨店販売額は、181億円で前年同月比0.9％の増加となり、2か月ぶりに前年を上回った。

百貨店販売額の前年同月比【全店ベース】

スーパー販売額の前年同月比【全店ベース】

コンビニエンスストア販売額の前年同月比

　コンビニエンスストア販売額は、454億円で前年同月比2.1％の増加となり、3か月連続で前年を上
回った。

コンビニエンスストア販売額 （１月）

百貨店販売額（全店ベース）（１月）
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（資料 ： 北海道経済産業局）

（資料 ： 経済産業省）

（資料 ： 経済産業省）

ホームセンター販売額の前年同月比

　家電大型専門店販売額は、131億円で前年同月比0.8％の増加となり、6か月連続で前年を上回っ
た。

家電大型専門店販売額の前年同月比

　ドラッグストア販売額は、241億円で前年同月比6.2％の増加となり、45か月連続で前年を上回った。

ドラッグストア販売額の前年同月比

　ホームセンター販売額は、83億円で前年同月比0.2％の増加となり、5か月連続で前年を上回った。

ドラッグストア販売額 （１月）

ホームセンター （１月）

家電大型専門店（１月）
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（（一社）日本自動車販売協会連合会、（一社）全国軽自動車協会連合会調べ）

（資料 ： 国土交通省）

■公共工事～減少している

（資料 ： （株）北海道建設業信用保証）

　請負金額は、172億円で前年同月比22.6％の減少となり、2か月連続で前年を下回った。

公共工事請負金額の前年同月比

　新車登録台数は、11,292台で前年同月比3.3％の減少となり、2か月連続で前年を下回った。
車種別にみると、普通車は、3,844台で同0.5％の増加、小型車は、3,509台で同3.6％の減少、軽自動車
は、3,939台で同6.6％の減少となった。

新車販売台数の前年同月比

■住宅建設～一部に持ち直しの動きがみられる

　住宅着工戸数は、1,466戸で前年同月比3.9％の増加となり、3か月ぶりに前年を上回った。
利用関係別にみると、持家は、608戸で同16.5％の増加、貸家は、670戸で同7.5％の減少、分譲住宅
は、188戸で同14.6％の増加となった。

新設住宅着工数の前年同月比

新車登録台数 （１月）
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（資料 ： （株）北海道建設業信用保証）

（資料 ：（公社）北海道観光振興機構、法務省入国管理局 ）

（資料 ：法務省入国管理局 ）

■観      光～改善している

来道外国人数

公共工事請負金額

　来道者数は、100万4千人で前年同月比4.6％の増加となり、3か月連続で前年を上回った。
本道に直接入国した外国人は、21万2千人で同15.0％の増加となり、2か月連続で前年を上回った。

来道者数及び来道外国人の前年同月比

前年同月比（％）
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来道者数（１月）
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（資料：函館税関）

（資料：函館税関）

 

（資料：（株）東京商工リサーチ北海道支社）

（資料：（株）東京商工リサーチ北海道支社）

輸出入額の前年同月比

■企業倒産～倒産件数、負債総額とも減少した

　企業倒産件数は、16件で前年同月比15.8％の減少となり、2か月連続で前年を下回り、負債総額
は、25億56百万円で同17.3％の減少となり、9か月連続で前年を下回った。
　原因別でみると、販売不振が11件（構成比 68.8％）と半数以上を占めた。
　業種別でみると、サービス・他が6件（同37.5％）で最多となり、建設業、製造業が各3件（同18.8％）と
続いた。

企業倒産件数と負債総額

■輸  出  入～輸出額、輸入額とも前年を下回った

　輸出額は、255億円で前年同月比10.9％の減少となり、2か月連続で前年を下回った。
品目別にみると、自動車の部分品、有機化合物、魚介類・同調製品などが減少した。
　輸入額は、1,222億円で同7.8％の減少となり、4か月ぶりに前年を下回った。
品目別にみると、原油・粗油、石油製品、電気機器などが減少した。

輸出入額 （１月）

企業倒産 （２月）

前年同月比（％）
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（資料：厚生労働省及び北海道労働局）

■失　　　業

（資料：厚生労働省及び北海道労働局）

■物      価～消費者物価指数は前年を上回った

（資料：総務省）

完全失業率

　消費者物価指数は、102.0で前年同月比1.0％の上昇となり、26か月連続で前年を上回った。

消費者物価指数

■求人・求職～改善が進む中、人手不足感がみられる

　月間有効求人数は、8万8,048人で前年同月比1.6％の増加となり、4か月連続で前年を上回った。
　月間有効求職者数は、7万3,162人で同2.2％の減少となり、87か月連続で前年を下回った。
　有効求人倍率は、1.20倍で前年同月差で0.04ポイントの増加となり、108か月連続で前年を上回っ
た。

有効求人倍率（常用）

　完全失業者数は、8万人で前年同期と比べ、同数となっている。
　完全失業率は、2.8％で前年同期と比べ、0.1ポイント低下となっている。

月間有効求人数・求職者数・有効求人倍率 （１月）

完全失業者数、完全失業率（３０年１０－１２月期）

消費者物価指数（生鮮食品除く） （１月）

（平成27年＝100）
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（資料：北海道）

【建設業】　１ポイント上昇　　　　　（前期 △ 19→　今期 △ 18） （資料：北海道）

　・管工事業（さく井工事業を除く）でプラス幅が拡大、木造建築工事業がプラスに転換、土木工事業や
　舗装工事業でマイナス幅が縮小
　・一般土木建築工事業や建築工事業、電気工事業などでマイナス幅が拡大
【製造業】　３ポイント上昇　　　　　（前期 △ 17　→　今期 △ 14）
　・パン・菓子製造業やその他の食料品製造業、畜産食料品製造業などでマイナス幅が縮小
　・水産食料品製造業や飼料・有機質肥料製造業などでプラス幅が縮小、建設用・建築用金属製品製
 造業がマイナスに転換、セメント・同製品製造業や製材業・木製品製造業などでマイナス幅が拡大

【卸売・小売業】　10ポイント上昇　　（前期 △ 27　→　今期 △ 17） （資料：北海道）

　・鉄鋼品製品卸売業などでプラス幅が拡大
　・自動車小売業や化学製品卸売業、電気機械器具卸売業がプラスに転換
　・機械器具小売業や婦人・子供服小売業、パン・菓子小売業などでマイナス幅が縮小
【運輸業】      　２ポイント上昇　　（前期 △ 34　→　今期 △ 32）
　・一般貨物自動車運送業や一般乗合旅客自動車運送業、冷蔵倉庫業でマイナス幅が縮小
　・一般乗用旅客自動車運送業や倉庫業でマイナス幅が拡大
【サービス業】    15ポイント上昇　　（前期 △ 31　→　今期 △ 16）
　・産業用機械器具賃貸業や産業廃棄物処理業でプラス幅が拡大、獣医業がプラスに転換
　・旅館・ホテル業や自動車整備業、ソフトウェア業などでマイナス幅が縮小

業種別業況感（卸売・小売業、運輸業、サービス業）

■企業の業況感

　今期の業況感BSIは、△19で前期から7ポイント上昇した。
　・業種別では、すべての業種で上昇した。
　・地域別では、道央、道北、オホーツク、十勝、釧路・根室で上昇、道南で下降した。

企業の業況感の推移

業種別業況感（建設業、製造業）

企業経営者意識調査 （３０年１０－１２月期）
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［企業情報］

□企業のみなさまから伺いました

◆百貨店（道央地域）

【インバウンド客は減少したが、国内消費は堅調】
今年の春節は「さっぽろ雪まつり」期間と被り、結果的に月全体のインバウンド客が減少し、免税

品売上が伸び悩んだものの、国内消費については堅調に推移したことから、売上は前年並みを維持し

た。

また、今年の「さっぽろ雪まつり」期間中のインバウンド客については、特に中華圏が減少傾向だ

った。

◆スーパー（道央地域）

【客単価や点数に変化なく売上は前年並み】
２月は、客数が若干減少したものの、客単価や買い上げ点数に大きな変化がなかったことから、

売上は前年並みとなった。
バレンタインデーについては、義理チョコの習慣が薄れてきたことで売上は伸び悩んだが、自分

へのご褒美などで高級な高カカオチョコを買っている客が目に付いた。

恵方巻きについては、管理を徹底することで、ロスを改善することができた。

また、関税の撤廃により、欧州ワインの単価が下がり、買いやすくなったことで、売れ行きは好

調となっている。

◆コンビニエンスストア（道央地域）

【前年比では平昌五輪の反動等により売上が減少】
２月は、前半の低温と昨年の平昌オリンピック観戦需要で客足が増加した反動により客数が伸び

悩んだ。観光需要は中国の春節が雪まつりと時期が重なったことから、月間で見ると観光地の需要

が減少した。節分やバレンタインなどの需要は昨年並みで堅調な消費を見せたが、全般としては客

足の鈍い月となった。

◆家電量販店（道央地域）

【最近の売上状況】
２月は、４Kテレビは、価格が下がっていることや、大手メーカーのチューナー内蔵商品が発売さ

れていないことによる 様子見などにより販売額が伸びなかった。一方で冷蔵庫や洗濯機は、堅調

だったことから、販売額は全体で横ばいを 維持できた。

国内客には、材料を入れてボタンを押すだけで調理できる時間短縮機能の調理家電製品やおしゃ

れなデザインのト ースターやレンジなどが引き続き人気がある。

外国人客は、以前のように家電製品の購入よりも、コト消費に重きを置いていると思われ、ゲー

ム、おもちゃ、化粧 品などのお土産の購入が目立ったこともあり、春節の時期であったが免税額

は伸び悩んだ。

また、2月21日に震度６弱の地震発生後、9月ほどではないが、再びラジオ、ライト、バッテリー

の販売額が伸びた。

◆宿泊業（道央地域）

【最近の売上状況】
２月は、雪まつりと春節が重なっており、観光需要が強いことから、高単価販売に注力したことに

より、売上は昨年より延びた。
３月の予約状況については、1月時点では、昨年よりも状況は良かったが、２月に入り、延び率が

鈍化している。



［地域の経済動向］　

◆新設住宅着工戸数 (１月)

　　3か月ぶりに前年を上回った 　　4か月ぶりに前年を下回った

◆公共工事請負金額 (２月) ◆航空機利用による来道者数(着地別) (１月)

　　7か月連続で前年を下回った 　　3か月連続で前年上回った

◆企業の業況感 (10－12月期) ◆企業倒産件数・負債総額 (２月)

　　前期からマイナス幅が拡大した     10億円以上の大型倒産は発生しなかった
（倒産件数：件）

    ※最新期( )は見通し （資料：北海道経済部）

◆有効求人倍率（常用） (１月)

　　4か月連続で前年を下回った

（前年同月比：％） （前年同月比：％）

（資料：（一社）日本自動車販売協会連合会、（一社）全国軽自動車連合会）     ※町村を除く                                                                        （資料：国土交通省）

　 ■道南地域（渡島、檜山）

◆新車登録台数(乗用車) (１月)

（前年同月比：％） （前年同月比：％）

（資料：北海道建設業信用保証(株)） (資料：（公社）北海道観光振興機構)

(ＢＳＩ:ポイント） （負債総額：百万円）

（資料：（株）東京商工リサーチ北海道支社）

　　　（倍）

（資料：北海道労働局）
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　 ■道央地域　（石狩、空知、後志、胆振、日高）

◆新設住宅着工戸数 (１月)

 　2か月連続で前年を下回った 　　4か月連続で前年を上回った

◆公共工事請負金額 (２月) ◆航空機利用による来道者数(着地別) (１月)

　　2か月連続で前年を下回った 　　3か月連続で前年を上回った

◆企業の業況感 (10－12月期) ◆企業倒産件数・負債総額 (２月)

　　前期からマイナス幅が縮小した     10億円以上の大型倒産が1件発生した

    ※最新期( )は見通し

◆有効求人倍率（常用） (１月)

　　107か月連続で前年を上回った

（前年同月比：％） （前年同月比：％）

（資料：（一社）日本自動車販売協会連合会、（一社）全国軽自動車連合会）     ※町村を除く                                                                        （資料：国土交通省）

◆新車登録台数(乗用車) (１月)

（前年同月比：％） （前年同月比：％）

（資料：北海道建設業信用保証(株)） (資料：（公社）北海道観光振興機構)

(ＢＳＩ:ポイント）

    ※最新期( )は見通し （資料：（株）東京商工リサーチ北海道支社）

（倒産件数：件） （負債総額：百万円）

　　　（倍）

（資料：北海道労働局）
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■道北地域（留萌、上川、宗谷）

◆新設住宅着工戸数 (１月)

　　2か月連続で前年を下回った 　　2か月ぶりに前年を下回った

◆公共工事請負金額 (２月) ◆航空機利用による来道者数(着地別) (１月)

　　3か月ぶりに前年を上回った 　　3か月連続で前年を上回った

◆企業の業況感 (10－12月期) ◆企業倒産件数・負債総額 (２月)

　　前期からマイナス幅が縮小した     10億円以上の大型倒産は発生しなかった

◆有効求人倍率（常用） (１月)

　　22か月連続で前年を上回った

（前年同月比：％） （前年同月比：％）

（資料：（一社）日本自動車販売協会連合会、（一社）全国軽自動車連合会）     ※町村を除く                                                                        （資料：国土交通省）

◆新車登録台数(乗用車) (１月)

（前年同月比：％） （前年同月比：％）

（資料：北海道建設業信用保証(株)） (資料：（公社）北海道観光振興機構)

(ＢＳＩ:ポイント）

    ※最新期( )は見通し （資料：（株）東京商工リサーチ北海道支社）

（倒産件数：件） （負債総額：百万円）

（資料：北海道労働局）

　　　（倍）
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 ■オホーツク地域

◆新設住宅着工戸数 (１月)

　　3か月連続で前年を上回った 　　3か月連続で前年を下回った

◆公共工事請負金額 (２月) ◆航空機利用による来道者数(着地別) (１月)

　　5か月連続で前年を上回った 　　2か月連続で前年を上回った

◆企業の業況感 (10－12月期) ◆企業倒産件数・負債総額 (２月)

　　前期からマイナス幅が縮小した     倒産は発生しなかった

    ※最新期( )は見通し

（資料：北海道経済

部）

◆有効求人倍率（常用） (１月)

　　7か月連続で前年を下回った

（前年同月比：％） （前年同月比：％）

    ※町村を除く                                                                        （資料：国土交通省）

◆新車登録台数(乗用車) (１月)

（資料：（一社）日本自動車販売協会連合会、（一社）全国軽自動車連合会）

（前年同月比：％） （前年同月比：％）

（資料：北海道建設業信用保証(株)） (資料：（公社）北海道観光振興機構)

(ＢＳＩ:ポイント）

（資料：（株）東京商工リサーチ北海道支社）

（倒産件数：件） （負債総額：百万円）

　　　（倍）

（資料：北海道労働局）
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 ■十勝地域

◆新設住宅着工戸数 (１月)

　　4か月連続で前年を上回った 　　2か月連続で前年を下回った

◆公共工事請負金額 (２月) ◆航空機利用による来道者数(着地別) (１月)

　　2か月連続で前年を下回った 　3か月連続で前年を上回った

◆企業の業況感 (10－12月期) ◆企業倒産件数・負債総額 (２月)

　　前期からマイナス幅が縮小した     10億円以上の大型倒産は発生しなかった

    ※最新期( )は見通し （資料：北海道経済部）     ※最新期( )は見通し

◆有効求人倍率（常用） (１月)

　11か月連続で前年を上回った

（前年同月比：％） （前年同月比：％）

（資料：（一社）日本自動車販売協会連合会、（一社）全国軽自動車連合会）     ※町村を除く                                                                        （資料：国土交通省）

◆新車登録台数(乗用車) (１月)

（前年同月比：％） （前年同月比：％）

（資料：北海道建設業信用保証(株)） (資料：（公社）北海道観光振興機構)

(ＢＳＩ:ポイント）

（資料：（株）東京商工リサーチ北海道支社）

（倒産件数：件） （負債総額：百万円）

　　　（倍）

（資料：北海道労働局）
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 ■釧路・根室地域

◆新設住宅着工戸数 (１月)

　　3か月連続で前年を下回った 　　3か月連続で前年を下回った

◆公共工事請負金額 (２月) ◆航空機利用による来道者数(着地別) (１月)

　　3か月連続で前年を上回った 　　2か月連続で前年を上回った

◆企業の業況感 (10－12月期) ◆企業倒産件数・負債総額 (２月)

　　前期からマイナス幅が縮小した     倒産は発生しなかった

◆有効求人倍率（常用） (１月)

　　18か月連続で前年を上回った

（前年同月比：％） （前年同月比：％）

（資料：（一社）日本自動車販売協会連合会、（一社）全国軽自動車連合会）     ※町村を除く                                                                        （資料：国土交通省）

◆新車登録台数(乗用車) (１月)

（前年同月比：％） （前年同月比：％）

（資料：北海道建設業信用保証(株)） (資料：（公社）北海道観光振興機構)

(ＢＳＩ:ポイント）

    ※最新期( )は見通し （資料：（株）東京商工リサーチ北海道支社）

（倒産件数：件） （負債総額：百万円）

（倍）

（資料：北海道労働局）
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［景気動向指数］

 景気動向指数(一致系列)グラフ

景気動向指数(先行・一致・遅行)変化

30/ 31/

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月

新規求人数(新規学卒を除く全数) － － － ＋ ＋ ＋ － ＋ － ＋ ＋ ＋ ＋

雇用保険受給者実人員(逆サイクル) ＋ ＋ ＋ － － － － ＋ － ＋ － ＋ －

生産指数（生産財） － － － ＋ ＋ ＋ － － － － － ＋ ＋

新車登録台数(軽を含む乗用車) － － － ＋ ＋ － － － － ＋ ＋ － －

新設住宅着工戸数 ＋ － ＋ ＋ ＋ － － － － － － ＋ ＋

企業倒産件数(逆サイクル) ＋ ＋ ＋ ＋ － － － ＋ ＋ ＋ － ＋ －

企業業況判断D.I. － － － ＋ ＋ ＋ － － － － － －

　拡張系列数 3 2 3 6 5 3 0 3 1 4 2 5 3

　採用系列数 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 6

　先行指数 42.9 28.6 42.9 85.7 71.4 42.9 0.0 42.9 14.3 57.1 28.6 71.4 50.0

有効求人倍率(新規学卒を除く全数) ＋ ＋ ＋ － － ０ ０ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋

生産指数（鉱工業） － － － ＋ ＋ ＋ － － － － ＋ ＋ －

出荷指数（生産財） － － － ＋ ＋ － － － － － － ＋ －

百貨店販売額(既存店) － － － ＋ － ＋ － ＋ － ＋ ＋ ＋ ＋

着工建築物数(鉱業、建設業用＋製造業用) ＋ ＋ － － － － － ＋ － － － ＋ ＋

輸入通関実績(原油及び粗油を除く) ＋ ＋ － ＋ － ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ － ＋ －

　拡張系列数 3 3 1 4 2 3.5 1.5 4 2 3 3 6 3

　採用系列数 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6

　一致指数 50.0 50.0 16.7 66.7 33.3 58.3 25.0 66.7 33.3 50.0 50.0 100.0 50.0

常用雇用指数（規模30人以上) － － － ＋ ＋ ＋ － － － － － －

完全失業率（逆サイクル） ＋ ＋ ＋ － － － ０ ０ ０ － － －

消費者物価指数(総合) ＋ ＋ ＋ － － － ＋ ＋ ＋ ＋ － － －

家計消費支出（二人以上の勤労者世帯） － － ＋ － ＋ － ＋ ＋ － － － ＋ ＋

生産指数（資本財） ＋ － ＋ － ＋ ＋ ＋ － － ＋ ＋ ＋ ＋

　拡張系列数 3 2 4 1 3 2 3.5 2.5 1.5 2 1 2 2

　採用系列数 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 3

　遅行指数 60.0 40.0 80.0 20.0 60.0 40.0 70.0 50.0 30.0 40.0 20.0 40.0 66.7

(注） １　北海道経済部経済企画局経済企画課試算。pは速報値、ｒは確報値。

２　景気動向指数（Diffusion Index 略してDI）は、景気に敏感な諸指標を選定し、そのうち上昇（拡張）を示している指標の割合を示す

　ものであり、景気局面の判断、予測と景気転換点（景気の山・谷）の判定に用いる。採用系列の各月の値を３ヵ月前の値と比較して、

　増加した時には＋を、保合いの時には０を、減少した時には－をつける（変化方向表）。その上で、先行、一致、遅行の各系列群ごと

　に採用系列数に占める拡張系列数（＋の数）の割合（％）をＤＩとする。

　　ＤＩ＝拡張系列数／採用系列数×100(％) （保合い(0)の場合は0.5としてカウントする。）
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